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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は，スポーツ指導者の熟達化過程のモデル構築および育成プログラム開発である。

日本で優れた指導実績を残しているエキスパート指導者を対象とし，１対１，深層的，半構造

的インタビューにより調査を行った。同時に，調査対象指導者による指導を受けた経験を持つ

選手を対象とし，選手の視点から捉える指導者の思考・行動について調査を行った。得られた

データは質的データ分析法を通して多角的に指導熟達化モデルとして構築された。分析の結果，

最終的に指導熟達化モデルは，前年度までの研究成果を受け，(1)指導者としての意識変革，(2)

関係再構築への認識，および(3)指導役割の取り込み，の３つのカテゴリーから構成されること

が明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study was to build a supportive coaching program for sport coaches. 
Expert sport coaches were interviewed individually. In-depth, semi-structured interviews 
were conducted to each coach. The interviews focused on the key elements that enable d 
coaches to achieve success. The results of the analysis revealed three elements for 
developing coaching expertise: Recognition of self-change, Refinement of coaching skills, 
and Cultivation of players’ mind. 
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１．研究開始当初の背景 

 日本におけるスポーツ指導者育成に関す

る研究は国際的なコーチング研究の中でも

立ち遅れており，優れた指導方法の開発の問

題や，優れた指導力を発揮する指導者育成の

問題等，多くの問題が山積している。その背
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景には，これまでスポーツ指導者育成に関す

る研究では，選手経験の中で培われた競技特

性に関わる実体験をいかに応用していくか，

といった選手経験の発展的実践や，指導者に

なった後に指導者養成講習を受けて指導者

として自立していく，といった指導者に求め

られる知識・技術の効率的な獲得という関心

で研究が進められることが多かった点が問

題としてあげられる（Nicholson,1988）。そ

こでは，優れた指導は，経験や勘，あるいは

指導者の個性によって成立するとする捉え

方と，優れた指導は科学的知識・技術の量的

蓄積によって成立するとする捉え方を背景

とする「経験－知識」という二元図式的な教

育概念上の対立から，自由放任的な経験主義

的な指導者育成と，情報としての知識詰め込

み型教育という教育実践上の対立を生み出

している。その結果，近年の様々なスポーツ

における優れた指導者の不在，日本独自の指

導者育成理論の未成熟，及び優れた選手育成

の問題といった閉塞的状況を免れていない。 

 こうした問題に対し，本研究代表者（北村）

は，1996年以来，一貫して熟達化理論に基づ

き，卓越したパフォーマンス獲得における心

理的な体験に着目し，エキスパート・スポー

ツ選手及び指導者の体験の質的な分析を行

ってきた。そこで得られた知見に基づき，才

能の開花を可能とする指導法に関し，スポー

ツにおける選手と指導者の熟達化を再評価

する枠組みを構築し，学会等に発表し成果を

あげてきた（例えば，北村，2005）。また，

生田は，「わざ」による新しい知の在り方に

関する研究を継続して行い，わざの視点から

指導者育成の諸問題について考究を進めて

きた（生田，2007）。 
 

２．研究の目的 

本研究の目的は，スポーツ指導者の熟達化

過程のモデル構築および育成プログラム開

発である。本研究は，これまでのスポーツの

指導に関わる領域における研究を最大限取

り入れながら，スポーツ指導者の指導者とし

ての熟達化過程の構造化を試みることを意

図している。 

 

３．研究の方法 

(1) ジュニアレベルからエキスパートレベ

ルまでの，国際大会の日本代表チームの監督

としてチームや選手の指導経験を持つ指導

者，及び継続的に優れた選手を育成しチーム

の勝利実績を残している指導者 50 名を対象

としたインタビュー調査及び行動観察によ

り，優れた思考・行動の詳細について明らか

にする。同時に調査対象指導者の指導を受け

ている選手 100 名へのインタビューにより，

選手の視点から捉える優れた指導者の行動

や関わりの詳細について明らかにし，優れた

指導者のコーチング過程を多角的に分析し，

メンタルモデルを構築する。 

(2) 上記でモデル化された指導力を獲得し

た過程を，インタビューで得られた指導者の

心理的体験に着目し，指導の熟達化に作用す

る心理的要因の詳細について質的分析を行

い，指導熟達化過程としてモデル化する。 

(3) 上記で整理，提案される指導力の熟達化

をはかるための支援プログラムを開発し，優

れたスポーツ指導者を対象とした継続的な

インタビュー調査及び質的分析によって，そ

の有効性・妥当性を検証する。その上で，指

導熟達化支援のプロトタイプとして提言に

まとめる。 

 

４．研究成果 

スポーツ指導者の熟達化の問題を，①知識

の変容，②感覚の変容，③行動の変容，④表

現の変容，及び⑤関係性の変容，の５つの熟

達化の要素に基盤をおき，選手時代からエキ

スパート指導者に至るまでの体験をもたら

す多様な場における相互作用の様態を多角

的に捉え直す作業を実施した。これにより，

指導者がいかにしてそれぞれの節目におけ

る変容の体験を成長に結び付けていったの

か分析が可能となり，優れた指導に結びつく

行動を生起させる指導者の意識過程全体が

明らかにされた。最終的に，指導熟達化モデ

ルは， (1)指導者としての意識変革，(2)関

係再構築への認識，および(3)指導役割の取

り込み，の３つのカテゴリーから構成される

ことが明らかとなった。 
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